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(1)
ばねにおもりをつけた時のような往復運動や、円運動を真横からみたときにばね
におもりをつけたときのような往復運動に見える。このような一直線上の振動を
何というか。

単振動

(2) （1）における、振動の中心から振動の端までの長さ。 振幅

(3) （1）における、1回の振動に要する時間。 周期

(4) （1）における、1秒あたりの往復回数。 振動数

(5)
半径A［m］、角速度ω［rad/s］の等速円運動をしている物体Pを考える。この
ときPの運動を横から見たとき、Pの運動は（1）である。この時のPの（1）の運
動を表す式。

(6) （5）の式をxーt図に表した時の曲線。 正弦曲線

(7) （5）の式のωの呼び方。 角振動数

(8) （5）の式のωtの呼び方。 位相

(9) 常に振動の中心を向き、（1）の運動を起こす力。 復元力

(10) 軽い糸に小球をつるし、鉛直面内で振動させたもの。 単振り子

(11) （10）の運動は、振れ幅が小さい時には、周期は振幅とは無関係に、糸の長さと
重力加速度の大きさだけで決まる。このことを何というか。

（振り子の）等時性

第１編　力と運動

x = A sin ωt


